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市
で
は
、
市
民
総
参
加
に
よ
る
子
育
て

環
境
向
上
の
た
め
、
平
成
19
年
10
月
１
日

か
ら
「
子
育
て
支
援
券
（
通
称‥

子
育
て

チ
ケ
ッ
ト
）事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
、
健
や
か
に
育

て
る
た
め
の
経
済
支
援
な
ら
び
に
市
内
の

消
費
拡
大
に
よ
る
経
済
効
果
お
よ
び
景
気

の
浮
揚
を
図
る
た
め
、
市
民
、
取
扱
店
、

大
田
原
市
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
制
度
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
、

市
内
に
あ
る
取
扱
店
で
利
用
す
る
と
、
取

扱
店
が
換
金
す
る
際
、
換
金
額
の
１
％
を

手
数
料
と
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
１
％
の
手
数
料
は
子
育
て
支
援
の

た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
代
金
の
１
％
と
同
額
を
市

が
負
担
し
て
同
じ
く
子
育
て
の
た
め
に
積

み
立
て
ら
れ
ま
す
。
積
み
立
て
ら
れ
た
お

金
は
、
少
子
化
対
策
な
ど
の
子
育
て
支
援

の
費
用
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

●
平
成
21
年
度
の
実
績

○
販
売
実
績

　

１
憶
４
７
４
６
万
４
０
０
０
円

　

前
年
度
に
比
べ
14
・
４
％
増
加
。

○
子
育
て
支
援
基
金
へ
の
積
立
額

　

２
８
２
万
４
３
４
５
円

　

換
金
手
数
料
（
利
用
金
額
の
１
％
）１

　

４
０
万
７
４
１
０
円
、
そ
れ
と
同
額
と

　

な
る
市
負
担
分
の
合
計
。

※
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
・
流
通
か
ら

　

換
金
手
続
き
ま
で
に
時
間
差
が
あ
り
ま

　

す
。
こ
の
た
め
、
販
売
実
績
の
１
％
に

　

相
当
す
る
金
額
と
実
際
の
換
金
手
数
料

　

の
金
額
と
で
は
多
少
の
開
き
が
生
じ
ま

　

す
。

●
販
売
所

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
所
は
下
図
の

　

と
お
り
で
す
。
取
次
ぎ
販
売
も
行
っ
て

　

お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
チ
ケ
ッ
ト
は
１
０
０
０
円
券
、
１
０
０

　

０
０
円
券
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

・
電
話
で
ご
注
文
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
待

　

た
せ
せ
ず
に
お
渡
し
で
き
ま
す
。

・
贈
答
用
の
箱
や
包
装
も
用
意
し
て
お
り

　

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
ご
使
用
の
お
願
い

　

子
育
て
支
援
券
制
度
は
、
子
育
て
チ
ケ

　

ッ
ト
が
使
用
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、

　

子
育
て
支
援
基
金
へ
の
積
立
額
が
増
え

　

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
後

　

ま
す
ま
す
ご
使
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

　

い
し
ま
す
。

●
子
育
て
支
援
基
金
の
使
い
道

　

平
成
21
年
度
か
ら
乳
幼
児
の
「
細
菌
性

　

髄
膜
炎
」を
予
防
す
る
「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

　

ン
」接
種
の
助
成
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

　

す
。

【 取次ぎ販売 】
　市立保育園、各地区公民館

ポッポ農園

至 那珂川町

至 黒磯

湯けむりふれあいの丘

那須国造の碑

コンビニ

品川台工業団地

消防署

ベイシア

若草中

ホテル花月

消防署

富士電機大田原赤十字病院
ベイシア

カンセキ

至 野崎

ＴＯＢＵ
王冠ボウル

大田原警察署
至 那須塩原駅

至 西那須野駅

若草中

たいらや

蛇尾川

光丸山法輪寺

南大通り

那珂川

ホテル花月

ＪＵＫＩ
塩原屋塩原屋塩原屋塩原屋

コンビニ

至 佐久山 箒川箒川

ライスライン

ライスラインライスライン

「大田原市子育て支援券（子育て
チケット）」販売所案内図

総合文化会館２階

２２－６６２１
大田原市管理公社

９８－２１１１

２３－８６４１
道の駅那須与一の郷

５４－１１１１
黒羽支所

勤労者総合福祉
センター１階

湯津上支所

９８－２５２７
湯津上商工会

５４－０５６８
黒羽商工会

５９－０１１１
両郷出張所

５７－０１１１
須賀川出張所

２２－２２７３
大田原商工会議所

２８－３１３１
ふれあいの丘

２３－８７０９
市商工観光課

市役所本庁１階
２３－８７２２
市会計課

２３－４５６０
大田原図書館

保健センター保健センター

２３－８７１２
市下水道課

国際医療福祉大学国際医療福祉大学国際医療福祉大学国際医療福祉大学

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　
子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て

　
子
育
て
支
援
に
ご
協
力
を
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●
ご
使
用
上
の
注
意

・
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
共
料
金
の
支

　

払
い
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

　

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
旧
金
券
（
５
０
０
円
券
）
は
、
使
用
期

　

限
を
発
行
日
か
ら
１
年
以
内
と
し
て
い

　

ま
し
た
。
暫
定
措
置
と
し
て
、
そ
の
使

　

用
と
換
金
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

　

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け

　

ま
す
。

●
取
扱
店
の
募
集

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
を
募
集
し
て

　

い
ま
す
。
登
録
は
随
時
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
加
盟
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

　

４
月
16
日
、
市
総
合
文
化
会
館
に
お
い

て
、
自
治
医
科
大
学
産
婦
人
科
主
任
教
授

の
鈴
木
光
明
先
生
を
講
師
に
迎
え
、「
子

宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き
る
時
代
で
す
!!
」

と
題
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会
が

開
催
さ
れ
、
小
中
学
校
の
職
員
や
父
兄
の

方
を
中
心
に
約
３
０
０
名
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
鈴
木
教
授
は
、
日
本
に
お
け

る
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
数
や
20
〜
30
歳
代

で
の
発
症
率
が
増
加
し
て
い
る
現
状
を
紹

介
。
が
ん
の
原
因
は
、
女
性
の
７
割
前
後

が
感
染
す
る
と
い
わ
れ
る
ヒ
ト
・
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）で
あ
り
、
そ

の
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

効
果
的
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
も
約
３
割
は
子
宮

頸
が
ん
の
発
症
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
早
期
発
見
の
た
め
の
が
ん
検
診
が
重

要
で
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
は
、
公
的
補
助
と
集
団
接
種

が
重
要
で
あ
り
、
大
田
原
市
で
の
画
期
的

な
取
り
組
み
が

実
を
結
ぶ
か
ど

う
か
は
市
民
の

皆
さ
ん
に
か
か

っ
て
い
る
」
と

結
び
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

　

４
月
10
日
付
で
第
14
回
危
険
業
務
従
事

者
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
本
市
で
は
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
瑞
宝
双
光
章

　

福
田　

敬　

（
城
山
２
）　

消
防

○
瑞
宝
単
光
章

　

川
上
健
二　

（
小
滝
）　
　

防
衛

　

桜
岡　

巌　

（
若
草
１
）　

矯
正
業
務

　

佐
藤
定
幸　

（
富
士
見
１
）
矯
正
業
務

　

鈴
木　

勉　

（
寒
井
）　
　

矯
正
業
務

　

皆
川　

鴻　

（
浅
香
３
）　

矯
正
業
務

　

横
藤
数
則　

（
富
士
見
１
）
矯
正
業
務

■
問
い
合
わ
せ

　

秘
書
課
秘
書
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

●
日　

時　

６
月
６
日（
日
）午
後
２
〜
４
時

●
場　

所　

国
際
医
療
福
祉
大
学　

Ｏ
棟

　

１
０
１
教
室

●
内　

容　

講
演
会

①
「
あ
っ
た
か
く
生
き
る
」

　

講
師　

草
村
礼
子
氏
（
俳
優
）

②
「
効
果
抜
群
入
浴
法
」

　

講
師　

前
田
眞
治
氏
（
医
師
）

●
参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※
直
接
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部

　
　
　
（
２
４
）３
０
１
６

国
際
医
療
福
祉
大
学

市
民
公
開
講
演
会

子
宮
頸
が
ん
予
防
講
演
会

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

講演する鈴木教授

子育てチケットを使っていただくと
　　子育て支援基金が貯まります

①
市役所その他の販売所で子
育てチケットを購入

⑤
子育てチケット取扱店の１
％の手数料と同額を積立

⑤
１％の手数料

③
子育てチケッ
トを換金申請

④
１％の手数料を
控除して換金

市役所

②
子育てチケット
で買い物

子育て
支援基金
子育て
支援基金
子育てチケット
使用額の２％が
積み立てられる

子育てチケット取扱店
５３８店舗（４月30日現在）

▲
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非
自
発
的
失
業
者
の
方
に
対
し
て
は
、

在
職
中
と
同
程
度
の
負
担
で
国
民
健
康
保

険
に
加
入
で
き
る
よ
う
、
平
成
22
年
４
月

分
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
６
月
中
旬

に
納
税
通
知
書
（
当
初
課
税
）
を
発
送
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
今
回
の
軽
減
対
策
の
た
め
の
電

算
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
は
、
６
月
末
ま
で
時

間
を
要
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ご
案
内
の
軽
減
対
策
を
６

月
の
通
知
に
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
軽
減
申
告
書
を
あ
ら
か
じ
め
提

出
い
た
だ
い
た
方
に
つ
い
て
は
、
６
月
中

旬
に
い
っ
た
ん
軽
減
前
の
内
容
で
納
税
通

知
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
第
一
期

分
の
国
保
税
を
納
付
願
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
の
第
二
期
更
正
時
に
合
わ
せ

て
、
軽
減
を
反
映
さ
せ
た
更
正
通
知
書
を

改
め
て
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
減
額
さ

れ
た
第
二
期
以
降
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
ご
案
内
の
軽
減
対
策
を
受
け
る

た
め
の
申
告
に
は
、
特
に
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
該
当
し
た
場
合
は
速
や
か
に
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者
は
？

　
　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の

　

期
間
に
お
い
て
、

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

　
（
例
・・・
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　
（
例
・・・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
）

　

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け
る
方  

非

　

自
発
的
失
業
者
）で
す
。

　
　

な
お
、
雇
用
保
険
の
適
用
除
外
の
方

　

ま
た
は
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
の
な
い

　

方
は
、
こ
の
軽
減
対
策
の
対
象
と
は
な

　

り
ま
せ
ん
。

　
　

ま
た
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

　

者
ま
た
は
特
定
理
由
離
職
者
と
な
る
条

　

件
を
満
た
し
て
も
、
実
際
に
公
共
職
業

　

安
定
所
で
雇
用
保
険
の
手
続
き
を
し
ま

　

せ
ん
と
対
象
者
の
判
定
が
で
き
ま
せ
ん

　

の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
軽
減
額
は
？

　
　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
前
年
所
得
な

　

ど
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

　
　

非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減
は
、

　

本
人
の
所
得
の
う
ち
給
与
所
得
を

　

１
０
０
分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
す
る

　

こ
と
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
　

な
お
、
４
月
１
日
を
賦
課
期
日
と
す

　

る
、低
所
得
世
帯
に
対
す
る
均
等
割
額
軽

　

減
判
定
の
際
の
取
り
扱
い
も
同
様
で
す
。

●
軽
減
期
間
は
？

　
　

こ
の
軽
減
の
対
象
と
な
る
期
間
は
、

　

離
職
日
の
翌
日
の
属
す
る
月
か
ら
、
そ

　

の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で

　

で
す
。

　
　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
中
は
、
途
中

　

で
再
就
職
し
て
も
引
き
続
き
対
象
と
な

　

り
ま
す
が
、
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入

　

す
る
な
ど
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る

　

と
終
了
し
ま
す
。

●
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
は
対
象
外
で

　

す
か
？

　
　

制
度
が
始
ま
る
前
１
年
以
内  

平
成

　

21
年
３
月
31
日
以
降
）に
離
職
さ
れ
た

　

方
は
、
平
成
22
年
度
に
限
り
国
民
健
康

　

保
険
税
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

●
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
？

　
　

非
自
発
的
失
業
に
係
る
国
民
健
康
保

　

険
税
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
特

　

例
対
象
被
保
険
者
等
に
係
る
申
告
」を

　

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

本
市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
転
入
前

　

の
市
区
町
村
で
既
に
申
告
さ
れ
て
い
る

　

場
合
で
も
、
改
め
て
本
市
で
の
申
告
が

　

必
要
に
な
り
ま
す
。

●
申
告
す
る
方
は
？

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
で

　

あ
る
世
帯
主
の
方
が
申
告
す
る
こ
と
に

　

な
り
ま
す
。　

　
　

な
お
、
世
帯
主
以
外
の
方
が
非
自
発

　

的
失
業
者
で
あ
る
国
保
被
保
険
者
の
場

　

合
、
そ
の
方
が
代
理
で
申
告
さ
れ
て
も

　

か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
申
告
に
必
要
な
書
類
等
は
？

①
申
告
書（
用
紙
は
窓
口
備
付
け
）

②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
（
原
本
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
写
し

　

を
い
た
だ
き
ま
す
。
受
給
期
間
終
了
な

　

ど
の
た
め
紛
失
・
滅
失
し
て
し
ま
っ
た

　

場
合
は
、
公
共
職
業
安
定
所
で
再
交
付

　

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。）

③
印
鑑（
認
印
）

●
申
告
受
付
場
所
（
窓
口
）・
時
間

･
市
役
所
本
庁
収
税
課
国
保
税
係　
　
　

･
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係

　
　
　
（
９
８
）２
１
１
１

･
黒
羽
支
所
観
光
経
済
課
諸
税
収
納
係

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
４

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　
　

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
受
付
期
間
は
特
に
設
け
ま
せ
ん
。
非
自

　

発
的
失
業
者
に
該
当
し
た
と
き
は
、
速

　

や
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他

　
　

非
自
発
的
失
業
者
が
、
離
職
さ
れ
て

　

健
康
保
険
の
任
意
継
続
被
保
険
者
と
な

　

り
保
険
料
を
前
納
し
た
後
に
、
ご
案
内

　

の
軽
減
対
策
に
伴
い
国
民
健
康
保
険
に

　

加
入
す
る
た
め
、
保
険
料
前
納
が
な
か

　

っ
た
も
の
と
申
し
出
た
場
合
は
、
申
し

　

出
さ
れ
た
月
の
翌
月
の
保
険
料
納
付
期

　

日
の
翌
日
が
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入

　

日
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

収
税
課
国
保
税
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
９　
　
　

　　
　
　

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は

国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す

（

（



対象期間

離職日

平成20年度
以前

平成21年度

平成22年度
以降

Ｈ21年４月 Ｈ22年４月 Ｈ23年４月 Ｈ24年４月

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

22年度末まで

22年度末まで

23年度末まで

23年度末まで

24年度末まで

24年度末まで

離職日
Ｈ20.4.1 ～ H21.3.30

離職日
H21.3.31

　対象期間は　　　　により
表され、そのうち、平成 22 年
４月１日施行日以降で緑に塗
り潰された期間が、国保税が
軽減されます。

施行日
H22.4.1

離職日
Ｈ21.4.1 ～Ｈ22.3.30

離職日
Ｈ22.3.31

離職日
Ｈ23.3.31

離職日
Ｈ23.4.1 ～Ｈ24.3.30

離職日
Ｈ22.4.1～Ｈ23.3.30

　非自発的失業者については、離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末まで、
失業者の所得のうち給与所得を３０／１００として国民健康保険税を算定します。
　ただし、再就職して健康保険（社会保険など）に加入したときは、その時点までとします。
　　（注） 非自発的失業者 ： 雇用保険の特定受給資格者および特定理由離職者

　非自発的失業者に係る国民健康保険税軽減の対象期間

【 夫婦とも４０歳未満、子 1人の場合 】
非自発的失業者に対する国保税軽減措置の試算

（注）○ 給与所得及びその他の所得（事業、不動産、雑、一時所得など）は、夫の所得と仮定。
　　○ 協会けんぽの保険料は、保険料率９．３４％、標準報酬月額と賞与の割合を勘案せずに算出。
　　○ 軽減は、給与所得を３０／１００として所得割額を算定。本市の税率・課税限度額は、平成22年度で算出。
　　　〔　〕内の割合は、低所得世帯に対する応益割額（被保険者別均等割額）の７・５・２割軽減該当を表す。

①

②

③

④

⑤

給与所得を
30/100した場合
の合計所得

10,000

5,000

3,000

3,000

1,500

7,800

3,460

1,920

1,920

850

7,800

3,460

3,920

1,920

850

467

234

140

140

70

590

416.2

456.3

282.3

160.3〔2 割〕

2,340

1,038

2,576

576

255

318.7

176.7〔2 割〕

339.3

93.3〔5 割〕

43.2〔7 割〕

本市の平成 22 年度国保税協会けんぽ
の保険料額
( 年額 )

前年（平成 21 年）中の所得試 

算 

例 給与収入 給与所得
(A)

合計所得
(A)＋(B)

その他の
所得 (B) 軽減前 ( 年額 ) 軽減後 ( 年額 )

（単位：千円）

―

―

2,000

―

―
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平成22年５月15日号5



総　　合

平成22年５月15日号 6

　

笑
い
に
興
味
を
持
ち
、
笑
い
を
楽
し
み

た
い
一
般
市
民
の
方
、
医
療
・
福
祉
の
現

場
で
笑
い
を
活
用
し
た
い
と
考
え
る
医
療
・

福
祉
関
係
者
の
方
、
高
齢
者
ほ
ほ
え
み
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
拠
点
と
し
た
地
域
の
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
方
に
、
「
見
る
」

「
演
じ
る
」
の
両
方
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
募
集
対
象
講
座　

７
月
〜
９
月
の
前
期

　

開
催
講
座
の
受
講
者

●
募
集
定
員

　

一
般
市
民
の
方　
　

20
名

　

医
療
福
祉
関
係
者　

10
名

※
応
募
者
が
定
員
総
数
を
超
え
た
場
合
に

　

は
抽
選
。

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
期
間

　

５
月
17
日
（
月
）
〜
６
月
11
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
を
除
く
。

●
申
込
方
法　

企
画
政
策
課
企
画
係
に
あ

　

る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

　

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
用
紙
を
お
送
り

　

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　

（
２
３
）
８
７
０
１

　

古
来
よ
り
『
笑
う
門
に
福
来
る
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
笑

い
が
健
康
に
良
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
経
験
的
に
知
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

笑
い
と
健
康
に
関
す
る
研
究
が
進
み
、
笑
い
が
健
康
に
役
立
つ
こ
と
が
科

学
的
に
裏
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
、
笑
い
は

生
活
に
潤
い
を
与
え
、
私
た
ち
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
笑
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
、
次
の
3
つ
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
「
お
笑
い
講
座
」
（
前
期
９
回
、
後
期
９
回
、
全
18
回
）

○
「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」
（
月
１
回
、
全
４
回
）

○
「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
（
10
月
・
２
月
の
２
回
）

お笑い健康づくり事業

※５月17日（月）から
　受講者を募集します。
　右下の募集のお知ら
　せをご覧ください。

　前期（７月～９月）と後期（12月～平成22年２月）
それぞれ３か月単位で受講していただきます。
●期　日　次のとおり。いずれも金曜日

　　　７月９日・16日・23日
　　　８月６日・20日・27日
　　　９月10日・17日・24日
　　　
　　　12月３日・10日・17日
　　　１月７日・14日・21日
　　　２月４日・18日・25日
　
●時　間　午後７時～９時
●場　所　大田原地域職業訓練センター101会議室
●講座内容
○プロのネタを見る観客タイム（30分）
○実践タイム（60分）
　①講座の目的、進め方、あいうえお作文
　②基礎的トレーニング（瞬発力・アドリブ）
　③物ボケ、表現力トレーニング
　④基礎的トレーニング（ジェスチャー・ものまね）
　⑤１分ネタ実践
　⑥アドリブ・コント
　⑦トークの練習・集団トーク
　⑧すべらない一人トークの練習
　⑨自己ネタ披露
　⑩ライブスペシャルに向けての練習  など
○歓談タイム（30分）

　多くの市民の皆様にご来場いただき、笑いを楽しん
でいただきます。
●期　日　７月31日（土）・８月28日（土）
　　　　　12月25日（土）・１月29日（土）
●時　間　午後６時～８時
●場　所　大田原地域職業訓練センター講堂
●内　容　お笑い芸人３組程度と受講者が出演

　出演者はまだ決まっていませんが、テレビなどに出
演し、知名度のある芸人を予定しています。
　詳細が決まりましたら、後日お知らせします。
●期　日　10月２日（土）
　　　　　２月27日（日）
●場　所　総合文化会館ホール
●出演者　お笑い芸人３組程度と受講者が出演

後
　
期

前
　
期

笑
っ
て
幸
せ
な
暮
ら
し
を

お
笑
い
講
座
（
前
期
）

受
講
者
募
集



　

暮
ら
し
や
県
政
へ
の
要
望
な
ど
、
県
民

の
皆
様
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
う

か
が
い
、「
活
力
と
美
し
さ
に
満
ち
た
郷

土
”と
ち
ぎ
”」を
築
き
上
げ
て
い
け
る
よ

う
、
県
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
県
政
世
論
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

●
対　

象　

県
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上

　

の
方
か
ら
２
０
０
０
名
を
無
作
為
抽
出

●
期　

間　

５
月
17
日
(月
）〜
６
月
８
日

　

(火
）

●
調
査
内
容　

暮
ら
し
や
県
政
へ
の
要
望

　

な
ど
に
つ
い
て

●
実
施
方
法　

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
広
報
課
広
聴
担
当

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
）２
１
５
８

　　　
　
　

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

●
６
月
の
相
談
の
窓
口

栃
木
県
世
論
調
査
に
ご
協
力
を

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　６月28日(月)　午前10時～午後３時
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　６月１日(火)　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　６月１日(火)　午前９時30分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館（黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　　（２３)８７００

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要です
ので、総務課文書法規係まで電話でご予約くださ
い。
　日時　６月23日(水)　午後１時30分～４時
　場所　大田原地域職業訓練センター
　申込　６月16日(水)～22日(火)　午前８時30　
　　　　分～午後５時15分(土・日・祝日除く)

■予約・問い合わせ
　総務課文書法規係
　　　（２３)８７０２

予約が必要です。電話または弁護士会窓口（宇都
宮市小幡2-7-13)へ直接お申し込みください。
　日時　６月11日(金)　午後１時30分～
　場所　大田原商工会議所
　相談料　5,250円
　申込　土・日・祝日を除く午前10時30分～正午、
　　　　午後１時～4時30分

■予約・問い合わせ
　栃木県弁護士会
　　　028(643)2272

栃木県弁護士会
有料法律相談

市民無料法律相談

総合行政相談
●
６
月
の
相
談
の
窓
口

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚
給付、会社設立定款などについて、公証人が無
料で相談に応じます。予約が必要ですので、公
証役場まで電話でご予約ください。
　日時　６月23日(水)　午前10時～正午
　場所　大田原地域職業訓練センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　　　（２３)０６６６

公正証書(法律)
無料相談

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場
合がありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における損害賠償や示談交渉などにつ
いての相談を専門の相談員が受け付けます。
　日時　毎週水・金曜日　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内県北県民センター

■問い合わせ
　県北県民センター
　　　（２３)１５５５

栃木県
交通事故相談

お知らせ

平成22年５月15日号7

６月１日は「人権擁護委員の日」です。法務大臣か
ら委嘱された人権擁護委員が相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　６月１日(火)　午前９時30分～正午
　場所　大田原市福祉センター
　　　　　　（２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　６月１日(火)　午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター
　　　　　　（９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　６月１日(火)　午前９時30分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館(黒羽庁舎２階）
　　　　　　（５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務防災係
　　　（２３)１１１１

特設人権相談所
        開　設



保
健
セ
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タ
ー
の
教
室
・
相
談

お知らせ

平成22年５月15日号 8

６月８日(火)
9:30～11:00

管理栄養士・保健師・看護師が子育てについての相談を受けます。
育児に関する悩みについて、お気軽にご相談ください。

大田原
保健センター

身長と体重測定
育児相談

親子健康手帳
(母子健康手帳)

乳幼児健康相談 ■問い合わせ 
　こども課母子健康係　　(23)8634

日　時 場　所
６月11日(金)
9:15～11:30

内　　容

ストレッチや筋力トレーニングで身体をほぐし、ウォーキングを行
います。　※事前に電話予約をしてください。

黒羽
保健センター

正しいウォーキングの
方法・ストレッチほか

持ち物

日　時 場　所 内　　容 持ち物

飲み物・帽
子・タオル

健康ウォーキング ■問い合わせ 　健康政策課成人健康係　　(23)7601

こんなときにはこんな手続きを
国民年金・その他の年金の届出について

栃木いのちの電話栃木いのちの電話

誰にも相談することが
できず、ひとりで悩んで
いる方のための電話相
談窓口です。
●受付日時
　午前７時～午後９時
　金･土曜日のみ 24 時間
■問い合わせ
　栃木いのちの電話事務局
　　　０２８（６２２）７９７０

０２８‐６４３‐７８３０

自殺予防無料電話相談

年金障害等級（１・２級）
該当になったとき

年金加入中に死亡した
とき

年金受給者が死亡した
とき

第1号被保険者期間の
みの方

初診日に加入していた種別によって異なりますの
で、詳しくは、市国保年金課国民年金係・大田原年
金事務所または勤務先などにおたずねください

市国保年金課国民年金係または大田原年金事務
所におたずねください

死亡届・未支給年金等
の手続きが必要

障害基礎年金・遺族基
礎年金・寡婦年金を受
給していた場合

それ以外の年金や複数
の年金を受給していた
場合

第2号・第3号被保険者
の期間がある方

市国保年金課国民年金係
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課

大田原年金事務所

大田原年金事務所

市国保年金課国民年金係
湯津上支所総合窓口課
黒羽支所市民福祉課

障害基礎年金や障害厚
生年金等の手続きが必
要です
遺族基礎年金・寡婦年
金・死亡一時金などの請
求となりますが、いずれ
も受給要件の確認が必
要です

65歳になって(60歳からの繰り上げ・65歳以後の繰
り下げ請求も可能)老齢基礎年金の受給をするとき

こんなとき 届出・問い合わせ先

■問い合わせ　市国保年金課国民年金係  　（２３）８９２８
　　　　　　　大田原年金事務所　　　  　（２２）６３１１

○「特定健康診査」または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保険証」と「特定
　健康診査受診券」をご持参ください。
○申し込んだ日程を変更する方やまだ申し込みをしていない方は、健康政策課成人健
　康係までご連絡ください。変更のご連絡がない場合、ご希望の日に受診できないことが
　あります。

●実施日時・場所
期　日 場　所

6月20日（日）

6月26日（土）

6月27日（日）

6月29日（火）

6月30日（水）

蛭田小学校
大田原市庁舎東別館
大田原市庁舎東別館
黒羽保健センター

金田北地区公民館

６月の日程６月の日程６月の日程

集団健診集団健診集団健診

期　日 場　所
6月２日（水）

6月４日（金）

6月５日（土）

6月15日（火）

6月18日（金）

金田北地区公民館
須賀川集会所
佐良土小学校

大田原東地区公民館

金田北地区公民館

時　間 時　間

■問い合わせ　健康政策課成人健康係　　（２３）７６０１

7:30 ～ 10:00
8:00 ～ 10:00
8:00 ～ 10:00

7:30 ～ 10:00

7:30 ～ 10:00

7:30 ～ 10:00
7:30 ～ 10:00
7:30 ～ 10:00
7:30 ～ 10:00

7:30 ～ 10:00



　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医等が交代で、休日等の夜間の初
期救急患者の診療を行っています。
　「急に熱が出てきた」「せきが出
て苦しそう」など、比較的軽い症状
のときは、まず休日等急患診療所を
ご利用ください。診察をしたうえで
詳しい検査や入院が必要な場合は、
速やかに救急指定病院等と連携して
適切な診療を行います。

■問い合わせ　健康政策課健康政策係
　　 (２３)８７０４休日等急患診療所大田原市

黒磯那須地区 平日：午前８時30分 ～午後５時30分

名  　称 大田原市
休日等急患診療所

黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日
日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所

●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

日
　
６
13
20
27

月
　
７
14
21
28

火
１
８
15
22
29

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

土
５
12
19
26

　

金
４
11
18
25

　
　

６ 月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院(一般) 小児救急拠点病院(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

日曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

曜　日
日曜日

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

曜　日

【診療時間】午後5時30分～翌朝午前8時30分
　事前に当番病院に電話をしてから受診してください

大田原赤十字病院
住吉町2丁目7-3　　0287(23)1122

那須中央病院
下石上1453　　0287(29)2121

菅間記念病院
那須塩原市大黒町2-5　　0287(62)0733 

国際医療福祉大学病院
那須塩原市井口537-3　　0287(37)2221

西田整形外科医院

益子医院

益子クリニック

増山胃腸科クリニック

(２０)３１００

(５９)０８３５

(５４)２７２７

(２３)６３２１

元町１－９－１８

大久保２６６

黒羽田町８２７

加治屋８３－４１３

【診療時間】午前9時～午後5時
　事前に当番医療機関に電話をしてから受診してください６月の休日当番医

電 話 番 号所　在　地当　　番　　医日（曜日）

　６日(日)

１３日(日)

２０日(日)

２７日(日)

　大田原赤十字病院では、ベテラン看護師による毎
日24時間体制での電話相談を行っています。
　適切なアドバイスが受けられますので、まずは電
話でご相談ください。
　●相談時間　毎日　24時間
　●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●
　お子さんが急な病気やけがで心配なとき、家庭で
の対処方法などを、経験豊富な看護師がアドバイス
します。
　●相談時間　毎日　午後７時～午後11時
　●電話番号　０２８－６００－００９９

携 帯 電 話
プッシュ回線の方　局番なし ♯８０００(　　　)

●とちぎ子ども救急電話相談●

お知らせ
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60
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）

●
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・
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容　
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り

●
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所　

市
総
合
文
化
会
館

　

第
２
会
議
室

●
申
込
期
間　

５
月
17
日
（
月
）
〜
６
月
18

　

日（
金
）

●
申
込
方
法　

任
意
の
用
紙
に
住
所
、
氏

　

名
、
電
話
番
号
お
よ
び「
男
女
共
同
参
画

　

講
座（
全
６
回
）受
講
希
望
」と
明
記
し
、

　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係
ま
で
郵

　

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
。

　

Ｅ
メ
ー
ル
・
電
話
で
の
申
し
込
み
も
受

　

け
付
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
の
個
人
情
報
は
、
連
絡

　

や
講
座
案
内
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
使

　

用
し
ま
せ
ん
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※
受
講
案
内
は
、
申
し
込
み
締
め
切
り
後

　

に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
係

　
　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
８

　

     　

 kikaku@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

  tochigi.jp

回

1

2

7月15日(木)
13:30～15:45
8月19日(木)
13:30～15:30

10月21日(木)
13:30～15:30
11月11日(木)
13:30～15:30
12月16日(木)
13:30～15:45

9月30日(木)
13:30～15:30

講　　　師学習テーマ日　時
開講式
子どものこころとことばの育ち

｢育ち｣について

重度障がいをもちながら
地域で生活するということ
『自分らしく長生きするコツ』Part1
　～リハビリ思考的健康法～
『自分らしく長生きするコツ』Part2
　～リハビリ思考的介護法～

閉講式

3

4

5

6

男女共同参画係
国際医療福祉大学言語聴覚学科  講師  遠藤重典氏
国立きぬ川学院
調査課長　板垣辰彦 氏
国際医療福祉大学作業療法学科
准教授　下田信明  氏
大田原市赤十字病院
リハビリテーション科理学療法士  渡辺彩季  氏
大田原市赤十字病院
リハビリテーション科作業療法士  白砂寛基  氏
威徳院　住職　青龍寺弘範  氏心の持ち方・育て方
男女共同参画係

■問い合わせ　こども課子育て支援係   　（２３）８９３２
子育て支援情報

★開設時間
　午前の部    9:00～12:00
　午後の部  13:00～16:00

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター

木曜日

火･木･金
および第２土曜日

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

名称(場所)・開設時間・内容

月･水･金
および第４土曜日

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての
悩みに関する相談・適切なアド
バイスを行います。なお、電話
相談も受け付けています。お気
軽にご相談ください。

開設曜日

月・水曜日子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)　　　（２３）８７２８

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)　　　（５９）１０７７

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)　　　（２２）５５７７

毎週  月～金曜日

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

火曜日

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)  　　（９８）３８８１

各施設の利用にあ
たっては､ケガや事
故防止のため､お子
さんから目を離さ
ないようお願いし
ます｡

★お願い★

豊
か
に
生
き
る
！

男
女
共
同
参
画
講
座
受
講
者
募
集
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那
須
与
一
伝
承
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

飯
塚
鳳
斎
(ほ
う
さ
い
）・
琅
玕
斎
(ろ
う

か
ん
さ
い
）・
小
玕
斎
(し
ょ
う
か
ん
さ
い
）

の
竹
工
芸
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

大
田
原
の
竹
工
芸
の
ま
さ
に
源
流
と
い

う
べ
き
、
飯
塚
三
代
に
よ
る
名
品
の
数
々

を
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
期　

間　

５
月
22
日
(土
）〜
６
月
20
日

　

(日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
(入
館

　

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
：
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
(祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
場　

所　

那
須
与
一
伝
承
館
展
示
室

●
展
示
内
容

･
花
籃
(飯
塚
鳳
斎
作
）

･
竹
組
「
は
せ
を
(芭
蕉
）」（
飯
塚
琅
玕
斎
作
）

･
石
畳
花
籃
「
白
寿
」（
飯
塚
小
玕
斎
作
）

　

な
ど
約
10
点

●
観
覧
料　

高
校
生
以
上
３
０
０
円
(２

　

５
０
円
）、
中
学
生
以
下
無
料

※（　

）内
は
10
名
以
上
の
団
体
料
金

◆「
飯
塚
三
代
（
飯
塚
家
）」と
は

・
・
・
飯
塚
家
は
現
在
の
栃
木
市
の
出
身
で
、

　

日
本
に
近
代
工
芸
と
し
て
の
竹
工
芸
が

　

確
立
し
、
そ
れ
が
日
本
の
伝
統
工
芸
と

　

し
て
定
着
す
る
う
え
で
、
大
き
な
役
割

　

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
は
大
田

　

原
を
は
じ
め
と
す
る
関
東
の
竹
工
芸
界

　

に
受
け
継
が
れ
、
現
在
の
隆
盛
に
至
っ

　

て
い
ま
す
。

　
　

鳳
斎
は
父
の
初
代
鳳
斎
に
次
ぐ
二
代

　

目
。
琅
玕
斎
も
初
代
鳳
斎
の
子
。
小
玕

　
斎
は
琅
玕
斎
の
子
に
あ
た
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

 　

数
年
前
、
当
館
で
は
「
奥
の
細
道
画
巻
」

の
レ
プ
リ
カ
(複
製
）を
購
入
し
、「
日
光
」

「
那
須
」「
黒
羽
」「
雲
巌
寺
」の
章
を
展
示
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、「
月

日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
か
ふ
年
も

又
旅
人
也
」で
始
ま
る
序
章
か
ら
「
石
の

巻
」の
章
ま
で
の
前
半
24
章
部
分
を
原
物

展
示
し
、
後
半
21
章
部
分
(平
泉
か
ら
大

垣
）を
写
真
パ
ネ
ル
に
て
展
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

●
期　

間　

５
月
21
日
(金
）〜
６
月
３
日

　

(木
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
(入
館

　

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
５
月
24
日
(月
）、
31
日
(月
）は
休
館

●
場　

所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
テ
ー
マ　
「
画
巻
で
み
る
『
お
く
の
ほ

　

そ
道
』」　

●
展
示
資
料　
「
奥
の
細
道
画
巻
」（
複
製
、

　

原
資
料
は
与
謝
蕪
村
筆
）

●
観
覧
料　

大
人
３
０
０
円
(２
０
０
円
）、

　

小
中
学
生
１
０
０
円
(50
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

◆「
奥
の
細
道
画
巻
」と
は

・
・
・
池
大
雅
(い
け
の
た
い
が
）と
と
も
に

　

日
本
南
画
の
大
成
者
と
さ
れ
る
与
謝
蕪

　

村
(１
７
１
６
‐
８
３
）に
よ
る
作
品
。

　

蕪
村
は
、
俳
人
と
し
て
も
松
尾
芭
蕉
没

　

後
の
俳
諧
退
廃
期
の
な
か
で
「
芭
蕉
に

　

帰
れ
」と
唱
え
、
清
新
で
感
覚
的
な
俳

　

諧
詩
の
世
界
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
蕪

　

村
が
敬
愛
す
る
芭
蕉
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

　

(賛
歌
）と
し
て
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』を

　

筆
写
し
、
十
数
点
の
挿
絵
を
配
し
た
作

　

品
が
「
奥
の
細
道
画
巻
」。
現
在
、
蕪

　

村
に
よ
る
同
様
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

　

４
点
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

　

最
近
所
在
が
確
認

　

さ
れ
た
の
は
平
成

　

14
年
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
安
永
７
年

　
（
１
７
７
８
）６
月
、

　

兵
庫
の
廻
船
問
屋
北

　

風
来
屯
(き
た
か
ぜ

　

き
た
む
ろ
）の
求
め

　

に
よ
り
制
作
さ
れ
た

　

も
の
で
、
蕪
村
63
歳

　

の
作
品
で
す
(今
回

　

展
示
す
る
の
は
本
作

　

品
の
複
製
）。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

●
日　

時

①
６
月
６
日
(日
）

②
６
月
13
日
(日
）

※
①
、②
は
同
じ
内
容
で
す
。

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場　

所　

栃
木
県
庁
本
館
大
会
議
室

　

(宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２
０
）

●
内　

容　

統
計
グ
ラ
フ
の
作
り
方
な
ど

　

受
講
後
、
親
子
で
絵
を
描
い
た
り
、
紙

　

を
貼
り
な
が
ら
ポ
ス
タ
ー
状
の
作
品
を
作
成
。

●
講　

師　

市
貝
町
立
小
貝
中
央
小
学
校

　
　

大
塚
英
子
先
生
(６
月
６
・
13
日
）

　

鹿
沼
市
立
み
な
み
小
学
校

　
　

久
武
孝
弘
先
生
(６
月
６
日
の
み
）

●
対
象
者　

県
内
の
小
学
生
(３
年
生
以

　

上
）と
そ
の
保
護
者

●
定　

員　

30
組
60
名
(先
着
順
）

●
参
加
料　

無
料

●
主　

催　

栃
木
県
、
栃
木
県
教
育
委
員

　

会
、
栃
木
県
統
計
協
会

●
申
込
方
法　

５
月
21
日
(金
）ま
で
に
県

　

統
計
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
統
計
課
管
理
普
及

　

担
当

　

〒
３
２
０
‐
８
５
０
１

　

宇
都
宮
市
塙
田
１
‐
１
‐
２
０

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
）２
２
４
２

　
　
　

０
２
８
(６
２
３
）２
２
４
７

　
　
　

tokeika@
pref.tochigi.lg.jp

花籃（飯塚鳳斎作）

那
須
与
一
伝
承
館
テ
ー
マ
展

「
関
東
の
竹
工
芸
の
源
流

　―
飯
塚
三
代
の
技
と
美―

」

黒
羽
芭
蕉
の
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

「
画
巻
で
み
る『
お
く
の
ほ
そ
道
』」

栃
木
県
主
催

親
子
統
計
教
室
参
加
者
募
集

お知らせ
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大
田
原
市
社
会
教
育
基
本
方
針
に
基
づ

き
、
心
豊
か
な
、
創
造
性
に
富
み
、
主
体

的
に
行
動
で
き
る
人
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
郷
土
愛
を
育
て
、
連
帯
感
あ
ふ
れ

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

各
種
学
級
、
講
座
、
研
修
会
な
ど
の
学
習

機
会
と
集
会
の
場
を
提
供
す
る
。

　

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
主
的
な

学
習
活
動
を
通
じ
て
自
己
実
現
を
図
る
た

め
の
機
会
と
情
報
・
資
料
な
ど
の
提
供
に

努
め
る
。

　

さ
ら
に
、
公
民
館
が
日
常
生
活
圏
に
お

け
る
住
民
の
身
近
な
学
習
や
交
流
活
動
の

場
と
し
て
機
能
で
き
る
条
件
整
備
に
努
め
る
。

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
と
連
携
に
よ

　

る
生
涯
学
習
社
会
の
推
進
に
努
め
る
と

　

と
も
に
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
の

　

提
供
と
学
習
相
談
の
充
実
に
努
め
る
。

○
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
活
動
の
推
進
に

　

努
め
る
。

○
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多
様
な
学
習

　

機
会
の
提
供
と
自
主
学
習
活
動
の
奨
励

　

に
努
め
る
。

○
自
治
公
民
館
な
ど
社
会
教
育
団
体
の
活

　

動
推
進
に
努
め
る
。

○
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
地
域
ぐ
る

　

み
の
取
り
組
み
に
努
め
る
。

○
市
民
憲
章
の
具
現
化
の
推
進
に
努
め
る
。

○
文
化
、
芸
術
、
体
育
お
よ
び
レ
ク
リ
ェ

　

ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援
に
努
め
る
。

●
中
央
公
民
館

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

５
月　

公
民
館
事
業
Ｐ
Ｒ
活
動

６
月　

市
公
民
館
運
営
審
議
会
①

　
　
　

市
民
憲
章
に
関
す
る
作
文
募
集

７
月　

市
公
民
館
活
動
推
進
委
員
研
修
会

８
月　

市
自
治
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
　
　

ル
大
会

　
　
　

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

10
月　

市
自
治
公
民
館
対
抗
女
性
バ
レ
ー

　
　
　

ボ
ー
ル
大
会

　
　
　

市
民
憲
章
推
進
大
会
（
市
民
憲
章

　
　
　

作
文
表
彰
・
花
い
っ
ぱ
い
表
彰
・

　
　
　

講
演
会
）

１
月　

成
人
式

２
月　

市
公
民
館
運
営
審
議
会
②

３
月　

平
成
23
年
度
市
民
学
校
案
内
な
ど

　
　
　

Ｐ
Ｒ
活
動

そ
の
他
外
郭
団
体
の
事
業

・
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
関
係

・
市
子
供
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
関
係

●
各
地
区
公
民
館
共
通
事
業

４
月　

市
民
学
校
参
加
希
望
者
受
付

５
月　

市
民
学
校
開
講
式

　
　
　

高
齢
者
学
級
開
講
式

　
　
　

女
性
セ
ミ
ナ
ー
（
東
地
区
以
外
）

　
　
　

開
講
式

　
　
　

成
人
教
室
（
東
地
区
の
み
）開
講
式

　
　
　

家
庭
教
育
学
級
開
講
式

６
月
頃
〜　

自
治
公
民
館
運
営
研
究
集
会

　
　
　

子
供
会
育
成
会
運
営
懇
談
会

　
　
　

子
供
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　

自
治
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　

大
会

　
　
　

自
治
公
民
館
対
抗
女
性
バ
レ
ー
ボ

　
　
　

ー
ル
大
会

８
月　

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会

10
月　

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
健
全

　
　
　

育
成
事
業
講
演
会

11
月　

地
区
文
化
祭

そ
の
他
外
郭
団
体
の
事
業

・
地
区
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
関
係

・
地
区
子
供
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
関
係

※
各
地
区
公
民
館
に
よ
り
時
期
は
前
後
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
大
田
原
東
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
４
）２
７
７
７

７
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
キ
ッ
ク
ベ
ー

　
　
　

ス
ボ
ー
ル
大
会

８
月　

自
治
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
　
　

ル
フ
大
会

９
月　

自
治
公
民
館
対
抗
輪
投
げ
大
会

10
月　

自
治
公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
　
　

ボ
ー
ル
大
会

11
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
輪
投
げ
大
会

●
大
田
原
西
地
区
公
民
館

　
（
市
総
合
文
化
会
館
２
階
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
９

９
月　

自
治
公
民
館
対
抗
世
代
交
流
輪
投

　
　
　

げ
大
会

10
月　

み
ん
な
で
走
ろ
う
4
2
．

1
9
5

　
　
　

㎞
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　

子
供
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

公
民
館
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

　
平
成
22
年
度
の
公
民
館
事
業
は
、基
本
方
針
や
努
力
目
標
に
基
づ
い
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。お
気
軽
に
公
民
館
事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

基
本
方
針

努
力
目
標

中
央
公
民
館・各
地
区
公
民
館

の
事
業
の
あ
ら
ま
し

花いっぱいコンクール審査会
（平成21年8月）

成人式
（平成22年1月）

お知らせ
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２
月　

自
治
公
民
館
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

●
金
田
北
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）３
２
５
３

８
月　

自
治
公
民
館
対
抗
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

　
　
　

大
会

９
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
ウ
ォ
ー
ク
ラ

　
　
　

リ
ー
大
会

11
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
ジ
ャ
ン
ボ
な

　
　
　

わ
と
び
大
会

●
金
田
南
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）２
２
６
０

５
月　

高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

７
月　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

　
　
　

い
夏
徳
祭
り

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
優
良
映
画
会

12
月　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
教
養
講
座

●
親
園
地
区
公
民
館

　
（
親
園
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

  　
　

  （
２
８
）２
４
４
４

９
月　

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

世
代
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

●
野
崎
地
区
公
民
館

　
（
野
崎
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
（
２
９
）２
６
０
５

６
月　

自
治
公
民
館
対
抗
男
性
・
女
性
イ

　
　
　

ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

８
月　

野
崎
地
区
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月　

世
代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
グ

　
　
　

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ラ
ン
キ
ン
グ
大
会

●
佐
久
山
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
８
）０
８
７
２

８
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ

　
　
　

ー
ボ
ー
ル
大
会

10
月　

自
治
公
民
館
対
抗
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

　
　
　

ツ
大
会

11
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　

ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

高
齢
者
学
級
・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
合

　
　
　

同
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

12
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
バ
ド
ミ
ン
ト

　
　
　

ン
大
会

●
湯
津
上
地
区
公
民
館

　
（
湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５

10
月　

自
治
公
民
館
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　
　
　

ル
フ
大
会

２
月　

自
治
公
民
館
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

●
黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
（
黒
羽
支
所
２
階
）

　
　
　
（
５
４
）０
１
８
４

９
月　

自
治
公
民
館
ハ
イ
キ
ン
グ
（
両
郷
・

　
　
　

須
賀
川
と
合
同
）

11
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
輪
投
げ
大
会

　
　
　
（
両
郷
・
須
賀
川
と
合
同
）

●
両
郷
地
区
公
民
館

　
（
両
郷
出
張
所
内
）

　
　
　
（
５
９
）０
１
１
１

９
月　

自
治
公
民
館
ハ
イ
キ
ン
グ
（
黒
羽
・

　
　
　

川
西
・
須
賀
川
と
合
同
）

11
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
輪
投
げ
大
会

　
　
　
（
黒
羽
・
川
西
・
須
賀
川
と
合
同
）

●
須
賀
川
地
区
公
民
館

　
（
須
賀
川
出
張
所
内
）

　
　
　
（
５
７
）０
１
１
１

９
月　

自
治
公
民
館
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
（
黒
羽
・
川
西
・
両
郷
と
合
同
）

11
月　

子
供
会
育
成
会
対
抗
輪
投
げ
大
会

　
　
　
（
黒
羽
・
川
西
・
両
郷
と
合
同
）

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館
（
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
）

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

　

大
田
原
東
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
４
）２
７
７
７

　

大
田
原
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
９

　

金
田
北
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）３
２
５
３

　

金
田
南
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
３
）２
２
６
０

　

親
園
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
８
）２
４
４
４

　

野
崎
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
９
）２
６
０
５

　

佐
久
山
地
区
公
民
館

　
　
　
（
２
８
）０
８
７
２

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
４
）０
１
８
４

　

両
郷
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
９
）０
１
１
１

　

須
賀
川
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
７
）０
１
１
１

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ
で
は
、

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
地
域
貢
献
型

社
会
起
業
家
養
成
訓
練
科
を
実
施
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対　

象　

失
業
中
ま
た
は
学
校
を
卒
業

　

し
就
職
が
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
方
で
、

　

社
会
的
事
業
全
般
に
興
味
の
あ
る
方
な

　

ど
●
訓
練
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
・
運

　

営
に
つ
い
て（
簿
記
・
会
計
・
財
産
管
理
・

　

社
会
起
業
論
・
知
的
財
産
権
法
概
要
）

　

な
ど

●
実
施
期
間　

７
月
１
日
（
木
）〜
12
月

　

24
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
６
か
月
の
通

　

所
方
式
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
は
原
則
休
校

●
会　

場　

キ
ャ
リ
ア
研
修
室
（
那
須
塩

　

原
市
一
区
町
１
０
５-

８
９
）

●
申
込
先　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
）

●
募
集
期
間　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
５
月

　

31
日
（
月
）ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ

　
　
　
（
４
７
）５
２
０
０

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ

「
地
域
貢
献
型
社
会
起
業
家
養

成
訓
練
科
」参
加
者
募
集

お知らせ
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●
日　

時　

６
月
５
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分　
　

●
場　

所　

親
園
地
区
公
民
館
（
親
園
農

　

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）　　
　
　
　

●
内　

容　

の
り
巻
き
寿
司
、
サ
ラ
ダ
、
レ

　

ア
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
作
り
と
試
食　
　
　

●
対　

象　

市
内
在
住
の
親
子　
　
　
　

●
定　

員　

親
子
10
組

●
費　

用　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
込
方
法　
　

　

５
月
28
日（
金
）

　

ま
で
に
農
政
課

　

農
政
係
ま
で
電

　

話
で
申
し
込
み
。

　

定
員
数
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
。

●
主　

催

　

大
田
原
市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協

　

議
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

　
「
須
賀
川
の
自
然
い
っ
ぱ
い
の
い
い
と

こ
ろ
を
全
部
体
験
」
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、「
須
賀
川
新
茶
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

採
れ
た
て
、
で
き
た
て
の
新
茶
を
味
わ

い
に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

６
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
２
時

●
場　

所　

旧
須
賀
川
小
学
校

●
内　

容　

黒
羽
新
茶
の
試
飲
、
須
賀
川

　

産
農
産
物
の
販
売
、
手
打
そ
ば
実
演
・

　

販
売
、各
種
イ
ベ
ン
ト

●
主　

催　

須
賀
川
ふ
る
さ
と
づ
く
り　

　

協
議
会
・
旧
須
賀
川
小
学
校
保
存
会

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

　

洋
ラ
ン
は
種
類
に
よ
り
ま
す
が
、
２
〜

３
年
で
植
替
え
が
必
要
で
す
。

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
で
は
、
洋
ラ
ン

の
植
替
え
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
日　

時　

５
月
23
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　

情
報
館
研
修
室

●
定　

員　

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
）

●
費　

用　

１
０
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
す
る
も
の　

植
替
え
す
る
洋
ラ
ン

　

一
鉢

●
申
込
方
法　

５
月
18
日
（
火
）
か
ら
５
月

　

22
日
（
土
）
ま
で
に
、
道
の
駅
那
須
与
一

　

の
郷
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

　
　
　
（
２
３
）８
６
４
１

親
子
で
お
や
つ
作
り
体
験
教
室

参
加
者
募
集

須
賀
川
新
茶
ま
つ
り
開
催

16,211人
(600人)
3,515人
(130人)

6,664人
(247人)
1,437人
( 53人) 5,696冊

6,205点

1,712点

28点

入 館 者
(１日平均)

個人貸出利用者数
(１日平均)

28,868冊

本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

図書館名

大田原

黒　羽

1,067人
( 40人)

102人
(  4人) 329冊湯津上

４
月
の
統
計

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

●印は休館日●印は休館日６月の図書館カレンダー６月の図書館カレンダー

★黒羽図書館

土
５
12
19
26

●日　時　５月16日(日)、６月６日(日)
　　　　　６月13日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階 　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

●日　時　６月12日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

子どものつどい

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

金
４
11
18
25
　

●日　時　６月13日(日)　前11時～11時45分
●会　場　黒羽図書館２階　視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ・紙しばいなど

コアラおはなし会

日
　
６
13
20
27

月
　
７
14
21
28

火
１
８
15
22
29

土
５
12
19
26

水
２
９
16
23
30

木
３
10
17
24

金
４
11
18
25
　

日
　
６
13
20
27

月
　
７
14
21
28

火
１
８
15
22
29(23)4560

開館  平　日 9:30～19:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をし
　てください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

洋
ラ
ン
植
替
え
講
習
会

参
加
者
募
集

昨年の体験教室昨年の体験教室

お知らせ・図書館

平成22年５月15日号 14



友の会優先電話予約　　  ５月27日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
※那須野が原ハーモニーホール友の会会員招待事業につき
　友の会会員は電話予約時に先着200名を無料でご招待！
チケット発売日　　　　  ５月29日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ５月31日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

第54回レクチャー・コンサート

●「ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル」
　　～夢ふたたび・熱狂コンサート～
●「ブラス・ファンタジスタ金管アンサンブル」
　　～夢ふたたび・熱狂コンサート～

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

８月28日(土)　大ホール

♪金管クインテットのブラス・ファンタジスタが登
場。金管特有のスカッとする華やかなアンサンブル
がこの夏を彩ります。那須塩原市立三島中学校ブラ
スバンド部の共演も楽しみです。

第55回レクチャー・コンサート

●第15回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～
●第15回原野展
　～那須野が原の作家たちは今～

第１部  公開クリニック　午後１時30分～
第２部  コンサート　午後３時30分～

日　時

会　場

入場料

６月５日(土)
　～６月13日(日)
午前９時～午後５時

全席指定
大人  １,000円(友の会  900円)、学生  500円

友の会優先電話予約　　  ６月３日(木) 午前９時～
※電話予約のみ受け付けます｡窓口での予約は行いません｡
チケット発売日　　　　  ６月５日(土) 午前９時～
一般電話予約　　　　　  ６月７日(月) 午前９時～

《公演チケット発売情報》

●名曲コンサート●名曲コンサート

※入場は就学児以上とさせていただきます。

日時・会場

チ ケ ッ ト

９月５日(日)
午後５時開演
大ホール　

全席自由
一般  500円
小・中学生無料

200円(学生以下無料)

第１・２ギャラリー

【出演】ブラス・ファンタジスタ
　牛腸和彦･尾崎浩之(トランペット)、小林祐治(ホルン)
　渡辺善行(トロンボーン)、本間雅智(チューバ)
【共演】
　那須塩原市立
　三島中学校
　ブラスバンド部
【予定曲目】
　シャルパンティエ:
　テ･デウムより前奏曲
　ホロビッツ:
　ミュージックホール組曲
　ディズニーセレクション

【出演】那須フィルハーモニー管弦楽団
【予定曲目】
　チャイコフスキー:荘厳序曲｢1812年｣作品49
　モーツァルト:交響曲第29番  イ長調  K.201 ほか

【出品者】６部門45人(予定出品点数  61点)
石川　隆、菊池満雄、戸津　侃、日原公大
福田順忠
川上鳴石、酒井真沙、酒井導子、長嶋石城
村田幽香、室井池水、横田蘭花
磯飛節子、井出　賢、小沼重信、勝城蒼鳳
佐竹良幸、鈴木葉子、日原悠子、福田高央
八木澤　正
故・小山田青水、笹沼恭欣、佐藤孝義
關山公彦、長谷川万秩子、増渕修一
安藤幸子、市川　六、猪瀬辰男、菊岡政明
後藤英雄、齋藤勝美、関口聖子、高橋　務
戸辺裕子、豊島和子、豊島弘尚、橋本冨尾
星　功、松原　賢、吉城　弘
相澤弘邦、郡司伸一、綱川秀人

①第17回マラソン･コンサート
●期日　８月21日(土)、22日(日)の2日間
●会場　那須野が原ハーモニーホール　大ホール
●資格　きちんとした演奏のできる小学４年生以上
　　　　の方(グループでの合奏は４人まで）
●曲目　１人１曲
　　　　※ソナタや組曲等は１つの楽章(曲)
●楽器　ピアノはスタインウェイ１台を使用
　　　　※電気の使用や準備等に手間のかかる楽器は不可
●費用　出演者１人につき200円

②合唱フェスティバル
●日時　９月20日(月)　午後２時開演
●会場　那須野が原ハーモニーホール　大ホール
●資格　大田原市、那須塩原市で活動する合唱団
●費用　無料

  ★出品作家によるアートガイドを開催
　 ※出品作家の来館日は当ホールまでお問い合わせください。
《アート鑑賞教室》　
  ●日　時　６月６日(日)  午前９時～午後５時
  ●場　所　交流ホール
《出品作家とのティーパーティー》
  ●日　時　６月５日(土)  午後２時～午後４時
  ●場　所　交流ホール
  ●参加費　500円(入場料200円含)
　  ※どなたでも参加できます。

《 彫 刻 》

《 書  》

《 工 芸 》

《日本画》

《 洋 画 》

《 版 画 》

ハーモニーホールでは、次の催し物の参加申込みを
６月15日(火)から６月30日(水)まで受付いたします。
詳細はホールまでお問い合わせください。

出演者・グループ大募集！出演者・グループ大募集！

〈原野展・イベント情報〉〈原野展・イベント情報〉

ハーモニーホール

平成22年５月15日号15

第14回原野展

ブラス・ファンタジスタブラス・ファンタジスタ

那須フィルハーモニー管弦楽団



江戸時代から続く伝統行事｢大田原屋台
まつり｣が開催され、金燈籠交差点に９
台の屋台が集結。それぞれの屋台がぶつ
かるほど近づき、お囃子で威勢のよさを
競う｢ぶっつけ｣が披露されました。

４月17日・18日
大田原屋台まつり

祝辞を述べる
津久井市長

開会宣言をする
小倉実行委員長

満開の桜に見送られ、いざ金燈籠へ満開の桜に見送られ、いざ金燈籠へ

来年は新しい屋台で参加(栄町)来年は新しい屋台で参加(栄町)

しもちょうしもちょう

屋根飾り｢梅福仙人｣は江戸末期制作
今年で150周年を迎える(大久保町)
屋根飾り｢梅福仙人｣は江戸末期制作
今年で150周年を迎える(大久保町)

武家の町、大手町の屋台は2007年に完成武家の町、大手町の屋台は2007年に完成

提灯でライトアップし｢ぶっつけ｣会場へ(元町)提灯でライトアップし｢ぶっつけ｣会場へ(元町)

屋台彫刻は市指定有形文化財(上町)屋台彫刻は市指定有形文化財(上町) 奥に並ぶのは仲町と荒町の屋台奥に並ぶのは仲町と荒町の屋台

祭を盛り上げる下町と寺町の｢ぶっつけ｣祭を盛り上げる下町と寺町の｢ぶっつけ｣

18日  本まつり18日  本まつり

17日  宵まつり17日  宵まつりかみちょうかみちょう

女性の引き手も活躍(寺町)女性の引き手も活躍(寺町)

は や し
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